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主 な 内 容

不要な照明や電気機器の利用を控えるなど、節電へのご協力をお願いします

9
月
1
日
は
防
災
の
日

人口　61,828人（－ 8）
男　　30,918人（－ 5）
女　　30,910人（－ 3）
世帯　23,159戸（＋13）
※7月末日現在。
（　）内は前月比。
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　「
防
災
の
日
」
は
、大
正
12
年
の
こ
の
日
に
起
き
た
「
関
東
大
震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
」
と
い
う
意
味
と
、

こ
の
時
期
に
多
い
台
風
へ
の
心
構
え
の
意
味
も
含
め
、
昭
和
35
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
い
つ
ど
こ
で

発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
大
地
震
な
ど
は
、
人
間
の
力
で
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の

日
ご
ろ
の
取
り
組
み
で
災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　防災訓練は市が関係機関と連
携し、自治会などが主体となっ
て地域実践型訓練を行います。
　災害は一人一人の日ごろの備
えと正しい知識を持つことで、
被害を最小限に止めることがで
きます。この機会に家族で防災
訓練に参加しましょう。
日時　25日㈰　午前9時30分～
（雨天時は体育館で一部内容を変更して実施。災害発生時は中止）
場所　南山小学校
内容　自治会などによる避難者の把握や被災者の救出・救助訓練、
避難場所への誘導訓練、初期消火訓練、炊き出し訓練、関係事業
者などによるPRなど
■申・■問　市民安全課消防防災班　内線3321 ～ 3へ

防災訓練に参加しましょう！

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け

小
さ
く
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
こ

と
を
「
減
災
」
と
言
い
ま
す
。

　
減
災
に
取
り
組
む
と
き
は
、
次
の

こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

家
の
中
の
安
全
確
保

　
災
害
時
に
家
の
中
で
家
具
の
転
倒

や
落
下
に
よ
る
被
害
を
少
な
く
す
る

た
め
、
必
要
に
応
じ
て
家
具
の
固
定

や
配
置
の
見
直
し
で
「
安
全
な
空

間
」
を
作
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

火
の
元
の
周
り
に
物
を

置
か
な
い

　
災
害
時
に
一
番
気
掛
か
り
な
の
が

火
の
元
で
す
。
災
害
時
に
発
生
す
る

火
災
は
、
建
物
や
周
辺
地
域
に
致
命

的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
上
部
に
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
こ
と
や
、

日
ご
ろ
か
ら
元
栓
の
位
置
も
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
全
住
宅

の
寝
室
な
ど
に
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

食
料
・
飲
料
水
の
備
え

　
大
規
模
災
害
の
発
生
直
後
は
、
食

料
品
を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

各
家
庭
で
食
料
品
や
飲
料
水
（
一
人

1
日
3
㍑
目
安
）
を
最
低
3
日
分
用

意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
浴
槽
な
ど
に
水
を
た
め
て
お

く
と
、
多
目
的
に
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

非
常
持
ち
出
し
品
の
用
意

　
万
が
一
の
と
き
に
備
え
、
非
常
持

出
品
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
出
品
は
、
両
手
が
使
え
る

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
、
普

段
か
ら
目
に
付
き
や
す
い
と
こ
ろ
に

置
き
ま
し
ょ
う
。
各
家
庭
で
必
要
な

も
の
を
話
し
合
い
、
買
い
足
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

【
非
常
持
出
品
の
一
例
】

　
飲
料
水
、
食
料
品
（
簡
単
に
食
べ

ら
れ
長
期
保
存
で
き
る
も
の
）、
携

帯
ラ
ジ
オ
（
情
報
収
集
に
必
要
）、

医
薬
品
、
衣
類
、
軍
手
・
手
袋
、
貴

重
品
、
懐
中
電
灯
な
ど
。

家
族
で
防
災
会
議
を

　
災
害
は
家
族
が
そ
ろ
っ
て
い
る
時

に
発
生
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
家

族
が
バ
ラ
バ
ラ
の
時
に
起
こ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
災
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◆
救
急
フ
ェ
ア
◆

　
4
日
㈰
か
ら
10
日
㈯
ま
で
は

「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。
救
急

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
A
E
D
を
使
用
し
た
心
肺
蘇

生
法
や
救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ

い
て
の
広
報
、
救
急
車
の
展
示
な

ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
10
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午

後
2
時
　

場
所
　
ホ
ー
マ
ッ
ク
ス
ー
パ
ー
デ

ポ
白
井
店
（
笹
塚
）

問
　
西
白
井
消
防
署
☎
（
4
9
2
）

4
3
2
1
、
白
井
消
防
署
☎
（
4

9
1
）
1
1
1
1

害
時
の
連
絡
方
法
な
ど
や
、
避
難
が

必
要
と
な
っ
た
場
合
の
避
難
場
所
や

避
難
経
路
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

情
報
入
手
は
日
ご
ろ
か
ら

　
日
ご
ろ
か
ら
気
象
や
地
震
な
ど
の

情
報
を
気
に
掛
け
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
市
で
は
災
害
時
な
ど
の
情
報
手
段

と
し
て
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
へ

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
防
災
行
政
無
線
か
ら
放
送

さ
れ
た
内
容
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、

も
う
一
度
放
送
内
容
を
確
認
し
た
い

時
に
防
災
無
線
再
聴
サ
ー
ビ
ス
に
か

け
る
と
最
新
の
放
送
内
容
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
千
葉
県
で
は
災
害
・
気
象
情

報
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
県
情

報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）
で
配
信
し
て

い
ま
す
の
で
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
し
ろ
い
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
】

  h
ttp
://c

ity
.s
h
ir
o
i.

c
h
ib
a
.jp
/d
e
ta
il/m

a
il-

h
aish
in
.h
tm
l

【
防
災
無
線
再
聴
サ
ー
ビ
ス
】

☎
0
1
2
0
（
9
8
0
）
7
7
5

【
県
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
】

  h
ttp
://w

w
w
.b
o
u
sa
i.

p
re
f.ch
ib
a.lg
.jp
/p
o
rtal/

in
dex
.h
tm
l

問
　
市
民
安
全
課
消
防
防
災
班

　
内

線
3
3
2
1
〜
3

防 災 講 演 会

講師の玉木貴さん

　市自治連合会と市では「防災講演会」を開
催します。
　市自治連合会は市内のすべての自治会など
（93自治会など）から構成される団体で、自治
会相互の連絡調整や共通の課題を解決するた
めに、講演会や視察研修などを開催しています。
　阪神淡路大震災では、初期消火や被災者の
救出に自治会が大きな力を発揮したそうです。
　防災、防犯などの取り組みは、市が行うだ
けではなく、地域（自治会など）が地域住民

と連携協力しながら、よりきめ細やかな取り組みが必要です。
　災害から自分の身や大切な家族、近隣の人たちを守るためには一人一
人が自らの身を守る「自助」や地域で助け合う「共助」が欠かせません。
　この機会に自主的な防災意識を高め、自治会などの役割の重要性を再
認識しましょう。
日時　17日㈯　午後1時～ 3時45分
場所　文化会館中ホール
対象　市内在住・在勤・在学　200人（申し込み順）
講師　市民防災ラボ代表・静岡県防災士　玉木貴

たかし

さん
演題　『防災対策はじめの一歩は「地域と家庭で十人十色」』
事例報告　野口自治会、桜台４番街自治会
■申・■問　15日㈭までに市民活動支援課市民活動支援班（内線3151・2）へ

倒壊家屋の救出訓練の様子（昨年）

バケツリレーによる消火訓練に参加する皆さん（昨年）



犬
・
猫
の
不
妊
・
去
勢

手
術
費
用
一
部
助
成

　
20
日
㈫
か
ら
26
日
㈪
ま
で
は
動
物

愛
護
週
間
で
す
。

　
㈳
千
葉
県
獣
医
師
会
と
㈶
千
葉
県

動
物
保
護
管
理
協
会
の
「
犬
や
猫
の

不
妊
・
去
勢
手
術
助
成
事
業
」
で
は
、

㈳
千
葉
県
獣
医
師
会
会
員
動
物
病
院

で
飼
い
犬
・
猫
が
不
妊
・
去
勢
手
術

を
受
け
た
場
合
に
、
助
成
利
用
券
で

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
子
犬
・
猫
が
生
ま
れ
た
ら
困
る
人

や
生
ま
れ
て
も
育
て
る
こ
と
の
で
き

な
い
人
は
、
飼
い
犬
・
猫
に
必
ず
不

妊
去
勢
の
手
術
を
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
期
間
　
助
成
利
用
券
が
手
元
に

届
い
て
か
ら
12
月
26
日
㈪
ま
で

対
象
　
飼
い
犬
・
猫
8
0
0
頭
（
1

世
帯
当
た
り
飼
い
犬
・
猫
1
頭
、
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
飼
い
犬
の
場
合
は
、
平
成
23
年
度

狂
犬
病
予
防
注
射
済
み
で
市
へ
の
登

録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
高
齢
や
生
後
半
年
未
満
、
病
気
な

ど
に
よ
り
手
術
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
手
術
を
希

望
す
る
会
員
動
物
病
院
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
助
成
利
用
券

助
成
金
額
　
5
、
0
0
0
円

申
　
20
日
㈫
か
ら
26
日
㈪
ま
で
（
消

印
有
効
）
に
往
復
は
が
き
の
往
信
欄

に
飼
い
主
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
往
信
・

返
信
欄
の
両
方
に
飼
い
犬
・
猫
の
別
、

性
別
、
手
術
時
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

装
着
希
望
の
有
無
、
飼
い
犬
・
猫
の

名
前
・
年
齢
・
毛
色
、
犬
の
場
合
は

平
成
23
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
番
号

を
記
入
し
、
手
術
を
希
望
す
る
会
員

動
物
病
院
の
ゴ
ム
印
を
押
印
の
上
、

〒
2
6
0
―
0
0
0
1

　
千
葉
市
中

央
区
都
町
4
6
3
―
3

　
㈳
千
葉
県

獣
医
師
会
「
不
妊
・
去
勢
手
術
普
及

事
業
」
係
へ

※
会
員
動
物
病
院
や
往
復
は
が
き
の

書
き
方
は
㈳
千
葉
県
獣
医
師
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

  h
ttp://w

w
w
.

c
p
v
m
a
.c
o
m
/

で
も
確
認
で
き

ま
す
。

問
　
㈳
千
葉
県
獣
医
師
会
☎
0
4
3

（
2
3
2
）
6
9
8
0
、
市
環
境
課

環
境
保
全
班

　
内
線
3
2
7
6
・
7

さ
わ
や
か
川
柳
募
集

　
さ
わ
や
か
プ
ラ
ザ
軽
井
沢
で
は
施

設
会
館
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
来
館
者
の
投
票
で
最
優
秀
賞
1

人
、
優
秀
賞
3
人
を
決
定
す
る
川
柳

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
受
賞
者
に
は
、

記
念
品
と
し
て
施
設
回
数
券
や
記
念

タ
オ
ル
を
贈
り
、
受
賞
作
品
は
11
月

1
日
㈫
か
ら
30
日
㈬
ま
で
施
設
内
に

展
示
し
ま
す
。

申
・
問

　
募
集
用
紙
（
さ
わ
や
か
プ

ラ
ザ
軽
井
沢
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
本
日
か
ら
10
月

30
日
㈰
ま
で
に
直
接
さ
わ
や
か
プ
ラ

ザ
軽
井
沢
☎
0
4
7
（
4
4
2
）
6

1
5
0
へ

粗
大
ご
み
再
生
品
販
売

　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ま
だ
使
用
で
き
る
粗
大
ご
み
を
清
掃
・

修
理
し
、
販
売
し
て
い
ま
す
。
購
入

者
の
決
定
は
申
し
込
み
順
と
な
り
ま

す
の
で
、
購
入
を
希
望
す
る
人
は
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

販
売
対
象
者
　
白
井
市
、
印
西
市
、

栄
町
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
し
て
い

る
人

申
・
問

　
申
込
書
（
印
西
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
購
入
代
金
を
添
え

て
直
接
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業

務
班
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
2
7
3

2
（
祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

ま
で
）
へ

　市では、地球温暖化の主な原因となる温室効果ガ
スの排出を減らすため、市の事務や事業の中で平成
22年度から26年度までの間に温室効果ガスの総排
出量を平成20年度基準で5㌫削減することを目的と
した市地球温暖化防止対策実行計画に基づいて、省
エネルギーや環境保全に関して配慮すべき具体的事
項を定めて取り組んでいます。
　温室効果ガスとは、地面から放射された赤外線の
一部を吸収して温室効果をもたらす気体の総称で、
地球温暖化の主原因と考えられています。このうち
市では二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素を削減の
取り組みの対象としています。
　この計画に基づく取り組み結果を評価し、今後の
参考とするため、平成22年度の温室効果ガス総排出
量とその発生原因となる電気、各種燃料の使用量を
集計しました。
　結果は下表のとおりです。
【今後の取り組み】
　平成22年度は電気使用量の削減など一部の取り
組みについて不十分だったことから、温室効果ガス
総排出量の目標を達成できませんでした。
　計画2年目となる平成23年度は、引き続きこの計
画に基づいて着実な取り組みを行い、目標の達成を
目指します。
■問　環境課環境保全班　内線3276・7

　
生
活
環
境
指
導
員
は
各
地
区
の
ご

み
集
積
所
へ
の
ご
み
の
出
し
方
の
指

平成23年度生活環境指導員

地区名 氏名 地区名 氏名
神々廻 武藤左内 大山口1丁目東自治会 小島宣男

白井自治会 武藤一利
秋本好美

大山口2丁目町会 芦田千栄子
グランピア西白井団地自治会 樋口久雄

下長殿自治会 中村良雄
西白井1丁目自治会 奥出淳

鈴木健士上長殿 芦田俊秀
法目 伊藤勝道

西白井2丁目自治会 渡部伍郎
森吉直樹富ケ谷 松丸健一

富ケ沢 武藤健 けやき台自治会 石附利子
復四町会 齋藤貞夫 ライフブロード西白井自治会 横田知之
丸山自治会 佐久間義善 エクセレントタウン自治会 近藤和之
白井木戸 淺海靖太 七次台自治会 小川志穂
白井木戸自治会 伊藤一治

七次台3丁目自治会 八本和治
本田禎也七次 近藤正治

千草自治会 山﨑奈津子 七次台4丁目自治会 酒井克人
中木戸 吉田正二 野口自治会 加藤孝夫
百合ヶ丘自治会 前田慶子 笹塚3丁目自治会 三浦真彦

大松自治会 山岡勝美
竹埜勝美

南山1丁目自治会 小磯ミチ子
南山第1住宅管理組合 村松久

冨士南園区自治会 佐藤良治
鎌田兼夫

グリーン南山自治会 元田久子
アーバンエクセル白井自治会 郡司妙子

栄
山崎和枝
中村忠
福島龍子

パークハイツ南山団地自治会 矢口達郎
南山2丁目自治会 一ノ倉千枝子
南山3丁目自治会 一条彰

冨士自治会 内田睦好
堀込第1自治会 渡邉武彦

西脇君佳冨士東自治会 佐々木悌郎
冨士西自治会 山下順一 堀込管理事務所 守谷ナツ
白井ロジュマン自治会 塩原司 堀込第2住宅管理組合 大平恒宏
木 渡邊光男 堀込第3住宅自治会 坂口道子
折立 川鍋文夫 堀込第4住宅自治会 吉田哲平
富塚 小林勇 中銀白井マンシオン自治会 齋藤光恵
中 山﨑健吾 白井池の上管理組合自治会 田中忠彦
中峠団地自治会 酒井正男 池の上1丁目南自治会 木野義明
白井工業団地自治会 向井功 ガーデンハウス白井町会 本屋晋一
名内 秋谷秀雄

池の上2丁目自治会
斉藤きぬ子
土屋直歩
小田勝

小名内 伊澤有一
今井 齊藤浩一
河原子 渋谷博 池の上3丁目町内会 小原義夫
平塚東 山﨑一男 桜台3番街自治会 鹿嶋祥恵
平塚西 山澤豊 プロムナード桜台6番街団地自治会 伊藤嘉勝
十余一 岩間康 桜苑弐番街自治会 斉藤文子
清戸 田久保正治 コープシティ桜台自治会 武岳修一郎
谷田 内藤正夫 桜苑壱番街自治会 内田順子
清水口第1地区自治会 伊藤千惠子

桜台3丁目自治会 飯沼健二
成田幸悦清水口第3住宅自治会 江波戸君代

清水口第2分譲住宅自治会 林田直美 オージーコートヴィレッジ自治会 長田英也
清水口第4住宅自治会 宮原冨士江 ひまわり自治会 穀田一惠
清水口団地自治会 淺倉貴志惠 プリスタ団地管理組合 菊池緑

清水口3丁目自治会 及川哲郎
中野明夫

クレイドルガーデン西白井自治会 大久保悟
堀込ライオンズ白井ステーション
プラザ自治会 田中誠

清水口八幡自治会 岡澤俊光
大山口1丁目自治会 伊藤裕子 白井小町自治会 宮﨑正克

生
活
環
境
指
導
員
を

委
嘱
し
ま
し
た

導
や
、
不
法
投
棄
の
早
期
発
見
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
現
在
市
内
に
約
1
、
0
0
0
カ
所

あ
る
集
積
所
は
、
生
活
環
境
指
導
員

の
活
動
と
集
積
所
を
使
用
す
る
人
が

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
で
、
き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
の
生
活
環
境
指
導
員

の
皆
さ
ん
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
5

市地球温暖化防止対策実行計画
～平成22年度の結果～

白井市地球温暖化防止対策実行計画　平成22年度結果
基準年度

（H20）実績
H22 最終目標

（H26末）
主な使用目的

目標 実績
温室効果ガス総排
出量（㌔㌘） 4,310,590 4,267,485 4,379,085 4,095,061 －

個
　
別

　
目

　
標

電気使用量
（㌔㍗アワー） 5,603,328 5,536,088 5,598,932 5,267,128 照明、冷房、OA機器

燃
料
使
用
量

ガソリン
（㍑） 31,895 31,129 31,984 28,067 庁用車など

灯油（㍑） 47,955 47,475 49,898 45,557 暖房など

軽油（㍑） 5,326 5,241 5,700 4,899 庁用バスなど

A重油（㍑） 38,300 38,300 19,000 38,300 小・中学校の暖房
液化天然ガ
ス（㌔㌘） 1,545 1,545 1,040 1,545 市民プールなど
都市ガス
（立方㍍） 425,453 423,751 482,541 416,943 冷房、暖房など
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
…
3
期
分

介
護
保
険
料
　
　
　
　
　
…
3
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
3
期
分

●
納
期
限
は
30
日
㈮
で
す

●
市
税
な
ど
は
期
限
内
に
納
付
し
ま

し
ょ
う

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
除
き

納
期
限
内
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す

申
　
県
電
子
自
治
体
共
同
運
営
協
議

会

h
ttp
://w

w
w
.e-ch

ib
a.

org
/

へ

問
　
管
財
契
約
課
管
財
契
約
班
　
内

線
3
3
4
5

入札参加資格審査申請説明会
日程 場所

9月6日㈫ 千葉市民会館
9月12日㈪ 君津市民文化ホール
9月15日㈭ 船橋市市民文化ホール
9月20日㈫ 香取市佐原文化会館
9月22日㈭ 茂原市民会館
9月28日㈬ 船橋市市民文化ホール
10月7日㈮ 千葉市民会館
※公共交通機関の利用をお願いし
ます。

北
総
鉄
道
運
賃
問
題
解

決
に
向
け
県
知
事
に
要

望
書
提
出

　
白
井
市
と
印
西
市
で
構
成
す
る

「
北
総
線
運
賃
問
題
対
策
協
議
会
」

の
活
動
と
し
て
、
7
月
28
日
に
両
市

の
市
長
・
市
議
会
議
長
・
選
出
県

議
会
議
員
が
千
葉
県
知
事
を
訪
問
し
、

運
賃
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
協
議

の
場
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

森
田
県
知
事
に
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

問
　
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
　
内

線
3
3
5
3

　
若
者
の
就
職
支
援
施
設
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ち
ば
」
と
白
井
市
・
印
西
市
・

鎌
ケ
谷
市
の
3
市
が
共
催
で
、
就
職

活
動
に
必
要
な
応
募
書
類
の
書
き
方

な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
ち
ば
に
登
録
さ
れ
て
い
る
企
業

の
求
人
情
報
の
一
覧
表
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
応
募
書
類
セ
ミ
ナ
ー
】

　
応
募
書
類
の
基
本
的
な
書
き
方
、

注
意
点
や
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
さ
ら

に
魅
力
的
な
志
望
動
機
と
は
何
か
を

知
る
た
め
に
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い

な
が
ら
進
め
る
セ
ミ
ナ
ー
で
「
応
募

書
類
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
知
り
た

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
市
町
村
出
張
版

　「
応
募
書
類
セ
ミ
ナ
ー
in
し
ろ
い
」
＆

「
応
募
書
類
診
断
in
し
ろ
い
」

い
」「
履
歴
書
の
書
き
方
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う
人
に
お
勧
め
で

す
。セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に「
ち
ょ
こ
っ

と
相
談
（
1
人
10
分
程
度
）」
を
行

い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
申
込
時
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
9
月
29
日
㈭
　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

対
象

　
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
就
職

を
考
え
て
い
る
人

　
20
人
（
申
し
込

み
順
）

【
応
募
書
類
診
断
】

　
持
参
し
た
応
募
書
類
に
つ
い
て
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
1
人
20

分
の
時
間
で
個
別
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、

添
削
し
ま
す
。

　「
応
募
書
類
を
本
格
的
に
書
く
の

は
初
め
て
」「
応
募
書
類
が
な
か
な

か
通
過
し
な
い
」
と
い
う
人
に
お
勧

め
で
す
。

日
時
　
10
月
12
日
㈬
　
午
後
1
時
30

分
〜
、
午
後
2
時
〜
、
午
後
2
時
30

分
〜
、
午
後
3
時
〜
、
午
後
3
時
30

分
〜
、
午
後
4
時
〜

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

対
象
　
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
就
職

を
考
え
て
い
る
人
　
12
人
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物

　
記
入
し
た
応
募
書
類
一
式

（
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
・
添
え
状

な
ど
）

申
・
問

　
電
話
で
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち

ば
☎
（
4
2
6
）
8
4
7
1
、
市
商

工
振
興
課
商
工
振
興
班

　
内
線
3
2

4
2
へ

Ｍ
か
ら
振
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
習
志
野
市
で
は
3
人
の
高
齢
女
性

宅
に
警
察
や
銀
行
員
を
か
た
る
男
た

ち
か
ら
「
お
宅
の
口
座
か
ら
現
金
が

引
き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
銀

行
の
者
が
新
し
い
カ
ー
ド
と
交
換
に

行
く
の
で
カ
ー
ド
を
渡
し
て
」
と
だ

ま
さ
れ
、
暗
証
番
号
を
聞
き
出
さ
れ
、

計
約
2
、
2
0
0
万
円
を
引
き
出
さ

れ
た
事
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
家
族
（
特
に
息
子
）
か
ら
の
電
話

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
合
言
葉
や
家
族

し
か
知
ら
な
い
事
を
質
問
し
ま
し
ょ

う
。
警
察
や
銀
行
員
が
電
話
で
暗
証

番
号
を
聞
く
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。「
こ
れ
か
ら
新
し
い
カ
ー

ド
を
交
換
し
に
行
く
」
と
言
わ
れ

た
ら
、
だ
ま
さ
れ
た
ふ
り
を
し
て

1
1
0
番
通
報
し
、
犯
人
逮
捕
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班
　
内

線
3
3
2
1

入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
説
明
会

　
ち
ば
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
た
平
成
24
・
25
年
度
入
札
参
加
資

格
申
請
の
概
要
・
変
更
点
や
申
請
方

法
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
で
す
。

　
事
前
に
予
約
し
、当
日
は
資
料（
県

電
子
自
治
体
共
同
運
営
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
を
印
刷
し

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所
　
下
表
の
と
お
り

時
間
　
午
前
10
時
〜
（
開
場
　
午
前

9
時
30
分
〜
）、
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
30
分
〜
）

　白井市は柏市・松戸市・野田市・流山市・
我孫子市・鎌ケ谷市・印西市とともにサッ
カー Jリーグ柏レイソルのホームタウンとし
て柏レイソルを応援しています。

しろいホームタウンデー
　毎年「しろいホーム
タウンデー」を開催し、
市やしろい梨のPRを
行っています。今年の
ホームタウンデーは名
古屋グランパス戦です。
当日は抽選でしろい梨
をプレゼントします。

日時　9月10日㈯　午後7時キックオフ
場所　日立柏サッカー場
■問　企画政策課企画政策班　内線3356、農
政課農政班　内線3253

舗装修繕工事のお知らせ

●ガソリンスタンド

●来迎寺県道白井・流山線

【富塚地区】

　工事は昼間に行い、工事中は交通誘導員を
配置し、車両は片側交互通行です。
期間　～ 10月中旬（工事日数は10日間程度）
工事箇所　下図の　　部分
■問　道路課管理用地班　内線3214

●富塚交差点

●薬局

⇐ 柏

千葉 ⇐

社
会
生
活
基
本
調
査
へ

の
ご
協
力
を

　
総
務
省
で
は
10
月
20
日
現
在
で

「
社
会
生
活
基
本
調
査
」
を
実
施
し

ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
皆
さ
ん
が
日
常
ど
の

く
ら
い
仕
事
や
学
業
、
家
事
に
時
間

を
費
や
し
て
い
る
か
や
、
過
去
1
年

間
の
自
由
時
間
に
ど
の
よ
う
な
活
動

を
行
っ
た
か
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ

の
結
果
は
、
仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

の
推
進
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
形
成
な
ど
を
す
る

上
で
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
市
の
調
査
対
象
地
域
は
堀
込
地
区

の
一
部
の
世
帯
で
す
。
地
域
の
世
帯

の
確
認
の
た
め
、
9
月
上
旬
以
降
に

統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
県
総
合
企
画
部
統
計
課
統
計
調

査
室
人
口
班
☎
0
4
3
（
2
2
3
）

2
2
2
3
、
市
企
画
政
策
課
情
報
管

理
班
　
内
線
3
3
5
8
・
9

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に

ご
注
意
を

　
近
隣
市
に
お
い
て
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
7
月
中
に
船
橋
市
の
女
性
が
息
子

を
か
た
る
男
か
ら
の
電
話
で
「
株
で

損
を
し
て
会
社
の
金
を
使
い
込
ん

だ
」
と
だ
ま
さ
れ
、
計
8
回
に
わ
た

り
現
金
約
1
、
1
0
0
万
円
を
Ａ
Ｔ

農
産
物
な
ど
に
含
ま
れ
る

放
射
性
物
質
関
連

市
内
産
の
梨
と
ブ
ド
ウ

　
県
は
白
井
産
農
産
物
の
放
射
性
物

質
検
査
を
5
回
行
い
、
い
ず
れ
も
暫

定
規
制
値
以
下
で
し
た
が
（
8
月
15

日
号
参
照
）、市
は
独
自
に
梨
（
豊
水
）

と
ブ
ド
ウ
（
露
地
）
に
つ
い
て
検
査

し
ま
し
た
。
検
査
の
結
果
、
い
ず
れ

の
農
産
物
も
暫
定
規
制
値
以
下
で
安

全
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
産
の
新
米

　
県
は
県
内
全
市
町
村
を
対
象
に
、

国
、
市
町
村
、
生
産
者
団
体
な
ど
と

連
携
し
、
新
米
の
放
射
線
物
質
検
査

を
行
い
ま
す
。
結
果
は
広
報
し
ろ
い
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
が
、
検
査
結
果
が
出
て
新
米

の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
は
、

新
米
す
べ
て
の
出
荷
・
販
売
・
譲
渡
・

贈
答
を
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
含

む
肥
料
な
ど
の
暫
定
許

容
値
の
設
定

　
農
林
水
産
省
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

に
よ
る
農
地
土
壌
の
汚
染
拡
大
を
防

止
す
る
こ
と
や
食
品
衛
生
法
で
問
題

の
な
い
農
産
物
の
生
産
を
確
保
す
る

た
め
、
肥
料
な
ど
に
含
ま
れ
る
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
の
暫
定
許
容
値
を
次
の

と
お
り
定
め
ま
し
た
。

　
暫
定
許
容
値
を
超
え
る
も
の
は
有

償
無
償
に
か
か
わ
ら
ず
「
譲
渡
」
し

た
り
「
農
地
土
壌
に
施
用
」
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

肥
料
・
土
壌
改
良
資
材
・
培
土
　

4
0
0
ベ
ク
レ
ル
毎
㌔
㌘
（
製
品
重

量
）

牛
、
馬
、
豚
、
家
き
ん
用
な
ど
の
飼

料
　
3
0
0
ベ
ク
レ
ル
毎
㌔
㌘
（
製

品
重
量
）

問
　
市
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2

5
1
〜
4
、
西
印
旛
農
協
☎
0
4
7

6
（
4
8
）
2
2
0
7
、
県
印
旛
農

業
事
務
所
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1

1
2
9
、
県
農
林
水
産
部
安
全
農
業

推
進
課
☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
8

8
8
、
県
米
穀
集
荷
商
業
協
同
組
合

☎
0
4
3（
2
2
7
）2
2
5
1（
米

に
関
す
る
こ
と
の
み
）

白井は柏レイソルのホームタウン

　警察では犯
罪などの被害
の未然防止
や、県民生活
の安全に関す
る相談を受け
付けています。
110番通報まではいかない相
談は、＃9110を利用してく
ださい。
■問　県警察本部相談サポー
トコーナー☎043（227）9110
（午前8時30分～午後5時15
分）、＃9110（全国共通）
※ダイヤル回線、一部のIP電
話からは利用できません。

9月11日は
警察相談の日

ひとり親家庭へチケットプレゼント

　福祉事業向上に寄与する目的で柏レイソル
選手会からしろいホームタウンデーの観戦チ
ケットが寄贈されました。
対象　市内在住のひとり親家庭の子とその保
護者　14席（申し込み順）
※子ども2人、保護者1人の場合は3席分を差
し上げます。
■申・■問　児童家庭課児童家庭班☎（497）3487へ

森田知事に要望書を提出する市長たち

白井出身　兵働昭弘選手
（写真提供：柏レイソル）

2011.9.13



栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ カボチャのスープ

材　料（4人分）
カボチャ 300㌘　タマネギ
1/2個　水300㍉㍑　牛乳
300㍉㍑　コンソメキュー
ブ1個　塩・こしょう適宜
インゲン1本
作り方　①カボチャは皮
をとって薄く切り、タマネ
ギは粗くみじん切りにす
る　②鍋に①と水を入れ、
コンソメを加えて煮込む
③具がやわらかくなったら、木べらなどでつぶす　④牛乳を加え、
ひと煮立ちさせてから最後に塩・こしょうで味を整える　⑤ゆでた
インゲンを斜め薄切りにして、皿に盛り付けたスープの上に乗せる

栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　カボチャの甘みが楽しめるスープです。コンソメに塩分が含まれ
ているので、必ず味見をしてから塩・こしょうを入れましょう。
　カボチャの代わりにジャガイモでも作れます。
1人当たりの栄養価　128㌔㌍

も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク

ラ
ス
土
曜
日
コ
ー
ス

　
出
産
や
育
児
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
平
日
忙
し
い
お
母
さ
ん

や
お
父
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時
　
10
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

30
分

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
お
お
む
ね
妊
娠
6
か
ら
9
カ

月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

16
組
（
申
し
込
み
順
）

内
容

　
妊
娠
･
出
産
に
つ
い
て
の
話
、

赤
ち
ゃ
ん
の
風
呂
の
入
れ
方
、
妊
婦

体
験
、
妊
婦
体
操

持
ち
物

　
母
子
手
帳
、
パ
パ
の
子

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
健
康
の
維
持
・

増
進
に
と
て
も
有
効
で
、
生
活
習
慣

病
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
の
悩
み
を

予
防
・
改
善
す
る
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
白
井
の
自
然
に
触
れ
、
無
理

な
く
楽
し
み
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
コ
ー
ス
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

発
着
地
と
し
て
、
神
崎
川
沿
い
を
歩

く
コ
ー
ス
で
す
。
昼
食
休
憩
場
所
と

な
る
白
井
運
動
公
園
で
は
、
白
井
産

の
野
菜
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
田
舎
汁

の
配
布
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
の
参
加
を
機
会
に
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て

習
慣
化
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
29
日
㈯
（
雨
天
中
止
）

午
前
9
時
20
分
〜
9
時
50
分（
受
付
）、

午
前
10
時
〜
（
出
発
式
）、
午
前
10

時
20
分（
ス
タ
ー
ト
）、午
後
0
時（
昼

食
休
憩
・
田
舎
汁
配
布
）、
午
後
1

時
（
再
ス
タ
ー
ト
）、
午
後
2
時
30

分
（
ゴ
ー
ル
）

集
合
・
解
散
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
玄
関
前

対
象
　
一
般
　
2
0
0
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

　
抽
選
で
漏
れ
た
人
に
は
結
果
を
郵

送
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
申
込
者
は
当
日
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス
（
主
な
経
由
地
区
）　
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
⇩
木
（
鷲
神
社
）
⇩

河
原
子（
河
原
子
橋
）⇩
神
々
廻（
白

井
運
動
公
園
）
⇩
白
井
（
白
井
橋
）

⇩
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
程

　
約
10
㌔
㍍

参
加
費

　
1
人
1
0
0
円

持
ち
物

　
弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
、

敷
き
物

服
装

　
歩
き
や
す
い
服
、
履
き
慣
れ

た
靴

申
・
問

　
は
が
き
か
Ｅ
メ
ー
ル
に

「
し
ろ
い
健
康
ウ
オ
ー
ク
」・
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
性
別
・
住

所
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
健
康

課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎
（
4
9
7
）

み
ん
な
で
楽
し
く
秋
風
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

〜
し
ろ
い
健
康
ウ
オ
ー
ク
〜

あ

い

さ

つ

の

ス

ス

メ

　
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
て
か
ら
、

早
6
カ
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
3
月
11
日
に
地
震
が
起
こ
っ

た
と
き
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は

1
歳
6
カ
月
児
健
診
の
最
中
で
し
た
。

私
は
関
西
出
身
で
阪
神
淡
路
大
震
災

を
大
阪
で
同
じ
震
度
を
経
験
し
ま
し

た
が
、
そ
の
時
よ
り
大
き
く
長
い
揺

れ
を
感
じ
ま
し
た
。
幸
い
会
場
に
大

き
な
被
害
は
な
く
、
受
診
者
全
員
が

無
事
で
し
た
。

　
そ
の
後
の
乳
幼
児
健
診
で
会
っ
た

Ａ
さ
ん
に
地
震
の
と
き
は
大
丈
夫

だ
っ
た
か
尋
ね
る
と
「
夫
が
都
内
の

会
社
か
ら
帰
れ
ず
、
一
晩
不
安
で
し

た
」
と
の
こ
と
。
Ａ
さ
ん
は
転
入
し

て
2
年
ほ
ど
の
1
歳
児
の
マ
マ
で
す
。

実
家
は
遠
く
、
ま
だ
近
所
に
知
り
合

い
が
少
な
い
の
で
、
子
ど
も
と
不
安

な
夜
を
過
ご
し
た
そ
う
で
す
。
市
で

は
核
家
族
世
帯
が
増
え
、
日
中
は
母

の
み
で
育
児
を
し
て
い
る
家
庭
が
多

い
の
で
、
A
さ
ん
と
同
じ
思
い
を
さ

れ
た
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
Ｂ
さ
ん
は
「
隣
の
人
が
『
小
さ
い

子
が
い
る
け
ど
大
丈
夫
で
し
た
か
』

と
声
を
掛
け
て
く
れ
て
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
」
と
の
こ
と
。
A
さ
ん

と
同
じ
く
、
転
入
し
て
日
が
浅
く
、

実
家
も
遠
い
の
で
す
が
、
普
段
は
あ

い
さ
つ
を
交
わ
す
程
度
の
近
所
の
人

が
、
小
さ
い
子
ど
も
が
い
る
こ
と
を

心
配
し
て
訪
ね
て
来
て
く
だ
さ
っ
た

そ
う
で
す
。
今
回
の
よ
う
な
災
害
で

は
、
近
所
で
無
事
を
確
認
し
合
う
こ

と
は
と
て
も
大
切
で
す
し
「
何
か
あ

れ
ば
助
け
を
呼
べ
る
」
と
思
う
と
安

心
で
き
ま
す
。

　
日
ご
ろ
、
一
人
き
り
で
子
育
て
を

し
て
い
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
で
不

安
な
気
持
ち
に
な
る
と
い
う
声
を
よ

く
聞
き
ま
す
。
そ
の
上
、
災
害
で
母

子
だ
け
で
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
A

さ
ん
は
本
当
に
不
安
だ
っ
た
で
し
ょ

う
し
、
帰
宅
困
難
に
な
っ
た
家
族
も

心
配
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
普
段
か

ら
身
近
に
話
が
で
き
る
人
が
い
る
と

安
心
で
き
ま
す
し
、
子
育
て
中
の
家

族
に
と
っ
て
、
近
所
で
気
軽
に
声
を

掛
け
合
え
る
存
在
は
心
強
い
で
す
よ

ね
。
　
ま
ず
は
隣
り
近
所
の
皆
さ
ん

と
の
「
あ
い
さ
つ
」
か
ら
始
め
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　「
で
も
、
引
っ
越
し
た
ば
か
り
で

地
域
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」

「
近
く
に
子
ど
も
が
い
な
い
の
で

切
っ
掛
け
が
つ
か
め
な
い
」
と
い
う

人
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
市
で
は

地
域
の
児
童
館
や
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
親
子
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、

そ
こ
で
近
所
の
人
と
知
り
合
っ
た
と

い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
人
は
近
く
の
児
童
館

や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
出
掛
け
、

近
所
の
知
り
合
い
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
　
　
　
　
保
健
師
　
北
田
富
美
子

保
健
師
で
す

　保健、福祉に
関する情報を冊
子にまとめまし
た。制度の概要
や担当部署、相
談窓口を紹介し
ています。
　 こ の ガ イ ド
ブックは転入者
や福祉制度を利
用する人に配布するほか、希望者に
は保健福祉センターや市役所、市の
出先機関で配布しています。
■問　保健福祉相談室相談支援班☎
（497）3491

3
4
9
4
・

k
en
k
ou
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
は
が
き
1
枚
に
複
数
で
の
申
し
込

み
が
可
能
で
す
。

　
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
申
し
込

み
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　
幼
児
期
か
ら
の
規
則
正
し
い
食
生

活
と
丈
夫
な
歯
で
ゆ
っ
く
り
か
む
こ

と
へ
の
習
慣
づ
く
り
を
推
進
す
る
、

「
か
む
子
・
の
び
る
子
・
元
気
な
子

の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
献
立
（
弁

当
）
を
募
集
し
ま
す
。

日
程

　
11
月
13
日
㈰

対
象
　
県
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

で
コ
ン
ク
ー
ル
当
日
に
参
加
可
能
の

人内
容
　
子
ど
も
向
き
の
メ
ニ
ュ
ー
、

家
庭
や
集
団
の
弁
当
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
普
及
性
が
あ
る
も
の
、
よ
く
か
ん

で
味
わ
え
る
メ
ニ
ュ
ー
、
1
人
分
の

食
材
が
5
0
0
円
前
後
の
メ
ニ
ュ
ー
、

千
葉
県
の
農
水
産
物
を
利
用
し
て
い

る
メ
ニ
ュ
ー
、
手
軽
に
作
れ
る
弁
当

メ
ニ
ュ
ー
を
す
べ
て
満
た
す
も
の

審
査
方
法
　
1
次
審
査
は
書
類
選
考

に
よ
り
10
点
を
選
出

※
結
果
は
10
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
本

人
へ
通
知
し
ま
す
。

申
・
問

　
9
月
13
日
㈫
ま
で
に
所
定

の
応
募
用
紙
（
㈳
千
葉
県
歯
科
衛
生

士
会
事
務
局
・
㈳
千
葉
県
歯
科
衛
生

士
会
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
）
に
2
食
分
の
献
立
を
記
入
の

上
、
自
分
で
作
っ
た
弁
当
1
個
分
の

写
真
を
添
え
て
、
返
信
用
封
筒
（
80

円
切
手
を
貼
り
、
宛
先
を
記
入
）
を

同
封
し
、
〒
2
6
1
―
0
0
0
2

　

千
葉
市
美
浜
区
新
港
32
―
17
、
千

葉
県
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
内

　
㈳

千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会
☎
0
4
7

（
2
4
1
）
9
9
0
3
・

h
ttp:

//w
w
w
.c
h
ib
a
-d
h
a
.n
e
t

、

市
健
康
課
保
健
予
防
班
☎
（
4
9
7
）

3
4
9
5
へ

育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
父
子
手
帳
）、

筆
記
用
具
、
体
操
の
で
き
る
服
装

申
・
問

　
健
康
課
母
子
保
健
班
（
4

9
7
）
3
4
9
5
へ

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　「
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
魔
法
の
手
」

赤
ち
ゃ
ん
の
心
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

さ
せ
て
あ
げ
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
28
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

場
所

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

ん
ど
（
南
山
保
育
園
内
）

対
象

　
平
成
23
年
3
月
か
ら
7
月
ま

で
に
生
ま
れ
た
子
と
そ
の
保
護
者

　

15
組
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
的
場
晴
美
助
産
師

持
ち
物

　
バ
ス
タ
オ
ル

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電

話
か
直
接
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ

れ
ん
ど
☎

　（
4
9
1
）
1
1
3
1

へ

【
印
旛
保
健
所
】

千
葉
県
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業

　
不
妊
治
療
は
医
療
保
険
が
適
用
さ

れ
ず
、
高
額
の
医
療
費
が
か
か
り
経

済
的
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
特

定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・
顕
微
授

精
）
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
1
回

の
治
療
に
つ
き
上
限
額
15
万
円
、
1

年
度
当
た
り
2
回
を
限
度
に
助
成
し

ま
す
。

対
象
　
前
年
の
夫
婦
の
合
計
所
得
額

が
7
3
0
万
円
未
満
の
夫
婦

申
・
問

　
指
定
医
療
機
関
で
治
療
終

了
後
、
原
則
と
し
て
年
度
内
に
申
請

書
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
印
旛
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を

添
え
て
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
福
祉
課
☎
0
4
3
（
4
8
3
）

1
1
3
4
へ

しろい保健福祉
ガイドブック2011

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

昨年のウオーキング事業

表紙

カボチャのスープ

2011.9.1 4



保育園園庭開放　保育園の園庭で遊びましょう
【南山保育園】

9月はお休みです。

【桜台保育園】
日時　1日㈭・15日㈭　午前9時30分～ 11時30分
■問　桜台保育園☎（492）6101

公園訪問　
9月はお休みです。

◆　みんな来てね　◆
　市では未就学児とその保護者を対象に次の事
業を実施しています。

保育士が公園に訪問します
一緒に遊びましょう

　
9
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
。

皆
さ
ん
の
大
切
な
人
の
悩
み
に
気
付

き
、
自
殺
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

【
自
殺
の
現
状
】

　
自
殺
者
数
は
昭
和
30
年
前
後
と
昭

和
60
年
前
後
に
増
加
し
て
お
り
、
そ

の
後
は
下
表
の
と
お
り
平
成
10
年
に

急
増
し
、
以
降
連
続
し
て
3
万
人
前

後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
自
殺
者
の
状
況
を
詳
し
く
見
て
み

る
と
、
女
性
に
比
べ
て
男
性
が
圧
倒

的
に
多
く
、
特
に
45
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
年
齢
層
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
気
づ
き
と
傾
聴
】

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
人
の
様
子
が
い

つ
も
と
違
う
時
、
ま
ず
は
「
眠
れ
て

い
ま
す
か
」「
ど
う
し
た
の
、
な
ん

だ
か
辛
そ
う
だ
け
ど
」「
元
気
が
な

さ
そ
う
で
、
心
配
し
て
た
ん
だ
」
な

ど
の
声
掛
け
が
重
要
で
す
。
そ
し
て

し
っ
か
り
と
悩
み
に
耳
を
傾
け
ま

し
ょ
う
。
誠
実
に
話
を
聞
き
、
相
手

の
気
持
ち
を
否
定
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
責
め
た
り
、
弱
い
人
だ
と
決
め

付
け
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
話
を
聞
い

た
ら
「
大
変
で
し
た
ね
」
な
ど
の
ね

ぎ
ら
い
の
気
持
ち
を
言
葉
に
し
て
伝

え
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
と
見
守
り
】

　
心
の
問
題
が
体
調
に
関
係
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
人
が
い
つ

も
と
様
子
が
違
っ
た
ら
専
門
家
に
相

　市では6月に蔵書点検を実施しましたが、その結果、蔵書数560,253点のうち
所在不明の蔵書が298点ありました。そのうちのほとんどは貸し出し手続きが行
われておらず、無断で持ち出されたものと思われます。
　今後も蔵書の不正持ち出しを防止するため、引き続き警察官のパトロールの
強化や一部の雑誌、視聴覚資料はカウンター内での管理を行います。
　利用を希望する人は、カウンターの職員に問い合わせてください。

平成23年度蔵書点検結果報告

■問　図書館☎（492）1122

　図書館の資料で切り取りや書き込み、シミや水濡れ、タバコの匂いが浸
みこんでしまったなど、一部の心無い利用者によって貸し出しができなく
なってしまったものが増えています。
　図書館の資料は皆さんの貴重な財産です。次の写真のように資料を汚し
たり破損したりした場合には、弁償をお願いすることがあります。次に利
用する人が気持ち良く利用できるように、皆さんでマナーを守って利用し
てください。
　修理が必要な資料を発見した場合は、図書館専用の修理用品で修理を行
いますので、返却時に図書館やセンター図書室の職員に伝え、そのままの
状態で返却してください。

本が泣いています
～図書館の資料は大切に～

ページの一部切り取り裏表紙の破損 書き込み

　「食育でしろいの
活力を生み出そう～
食と農をいかした人
づくり・地域づくり
～」をテーマにした
講演会を開催します。
日時　13日㈫　午後
2時～ 4時（受け付け
午後1時30分～）
場所　保健福祉センター
対象　市内在住・在勤者　40人（申し
込み順）
講師　女子栄養大学栄養学部　田中久
子教授
■申・■問　電話かEメールで生涯学習課
社会教育班内線3432・3、・  syougai-
gakusyuu@city.shiroi.chiba.jpへ

白井市民大学校公開講座

田中久子教授

大
切
な
人
の
悩
み
に
気
付
い
て
く
だ
さ
い

〜
自
殺
対
策
強
化
月
間
〜

　
こ
の
教
室
は
、
体
力
測
定
を
し
て

自
分
の
体
の
状
態
を
確
認
し
、
介
護

が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

聞
い
て
得
す
る
講
義
と
実
技
で
さ
ま

談
す
る
よ
う
に
声
を
掛
け
、
心
療
内

科
な
ど
へ
の
受
診
を
勧
め
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
後
も
温
か
く
見
守
り
、

寄
り
添
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

千
葉
い
の
ち
の
電
話
☎
0
4
3
（
2

2
7
）
3
9
0
0
（
24
時
間
対
応
）

【
う
つ
病
と
は
】

　
う
つ
病
は
「
心
の
風
邪
」
と
い
わ

れ
ま
す
。
本
人
も
気
付
か
な
い
う
ち

に
か
か
っ
て
い
る
事
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
う
つ
病
」
は
自
殺
の
原
因
や

動
機
に
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
症
状
が
2
項
目
以
上
、
最
低

2
週
間
以
上
続
い
て
い
た
ら
、
う
つ

病
を
疑
っ
て
受
診
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

○
い
つ
も
と
違
う
悲
し
い
気
持
ち
が

消
え
な
い

○
以
前
楽
し
め
て
い
た
活
動
が
楽
し

め
ず
、
興
味
が
持
て
な
い

○
疲
れ
や
す
い

○
自
分
に
自
信
が
持
て
な
い
、
自
分

を
大
切
に
思
え
な
い

○
集
中
し
た
り
、
物
事
を
決
め
た
り

す
る
の
が
困
難

○
眠
れ
な
い
、
ま
た
は
眠
り
過
ぎ
る

○
食
べ
る
こ
と
に
興
味
が
わ
か
な
い

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
4

自殺者数の推移
（資料：厚生労働省「人口動態統計」）

ざ
ま
な
予
防
方
法
を
学
び
ま
す
。
白

井
市
ご
当
地
体
操
「
梨
ト
レ
体
操
」

も
毎
回
実
施
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
参
加
し
て
自
分
の
体
や
生
活

を
見
直
す
機
会
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
（
全
4
回
）・
内
容
　
10
月
11

日
㈫
・「
お
た
っ
し
ゃ
健
診
」
で
体

力
測
定
、
10
月
14
日
㈮
・
い
き
い
き

夢
手
帳
（
介
護
予
防
手
帳
）
を
使
っ

て
み
よ
う
、
10
月
25
日
㈫
・
介
護
保

険
制
度
・
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
っ

て
何
、
11
月
4
日
㈮
・
成
年
後
見
制

度
と
は

時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
65
歳
以
上
　
25
人
（
申
し
込

み
順
）

申
・
問

　
9
月
22
日
㈭
ま
で
に
は
が

き
か
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
に

住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
高
齢
者
福
祉
課

高
齢
者
支
援
班
☎
（
4
9
7
）
3
4

8
4
・
℻
（
4
9
2
）
3
0
3
3
・

 k
o
u
r
e
is
y
a
-fu
k
u
s
i@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

　
ス
マ
イ
ル
、
ふ
れ
ん
ど
、
ド
リ
ー

ム
☆
ポ
ケ
ッ
ト
合
同
企
画
。
手
遊
び

や
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど
親
子
で
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
8
日
㈭

　
午
前
10
時
30
分
〜

（
集
合
午
前
10
時
〜
）

場
所

　
冨
士
セ
ン
タ
ー

　市役所1階ロビーにて献血を
実施します。
日時　15日㈭　午前10時～ 11時
45分、午後1時～ 4時
■問　健康課健康づくり推進班☎
（497）3494

献血のお知らせ

い
き
い
き
夢
教
室
〜
秋
コ
ー
ス
〜

対
象
　
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

（
自
由
参
加
）

問
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ

ル
（
清
水
口
保
育
園
内
）
☎
（
4
9

1
）
8
2
0
1

座
ぐ
り
講
座

我
が
子
の
将
来
の
た
め
に
V
o
l
・
2

障
が
い
者
が
働
く
と
い
う
こ
と

〜
ビ
ッ
ク
・
ハ
ー
ト
の
実
践
か
ら
〜

　
障
害
者
就
労
移
行
支
援
、
就
労
継

続
支
援
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

日
時
　
26
日
㈪
　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般

参
加
費
　
無
料

講
師
　
社
会
福
祉
法
人
実
の
り
の
会

ビ
ッ
グ
・
ハ
ー
ト
　
古
川
亮
施
設
長

【
座
ぐ
り
と
は
】

　
座
ぐ
り
と
は
障
が
い
者
相
談
支
援

事
業
所
と
し
て
市
が
委
託
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
地

域
で
の
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
、
そ

の
家
族
の
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
各
種
相
談
、
情
報
提
供

を
総
合
的
に
行
う
窓
口
で
す
。

申
・
問

　
事
前
に
座
ぐ
り
　
花
島
☎

（
4
0
1
）
0
6
3
7
・

 zag
u

ri@
flat.or.jp

へ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0
平
成
元
年

平
成
２
年

平
成
３
年

平
成
４
年

平
成
５
年

平
成
６
年

平
成
７
年

平
成
８
年

平
成
９
年

平
成

　年

平
成

　年

平
成

　年

平
成

　年

平
成

　年

平
成

　年

平
成

　年

平
成

　年

平
成

　年

平
成

　年

平
成

　年

平
成

　年
10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

（人）

30,70732,10931,755

23,494 22,18923,39622,349

15,901

8,5188,7139,406
7,593

合計

男

女

梨トレ体操をする「なし坊」

2011.9.15



公   伝説の権兵衛稲荷の里を探る
　白井工業団地ができるずっと前から「名
内の台」と呼ばれていた台地の一角には、
権兵衛稲荷を祭って隠れ住んだ人たちが
居たと伝えられています。
　公民センターを起点に周辺を回り歩き
ながら、その伝説の歴史的背景や環境に
ついて探ってみませんか。
日時　9月30日㈮　午前9時30分～午後1時
※荒天の場合は10月7日㈮に延期します。
対象　一般　20人（申し込み順）
経由地　権兵衛稲荷、鳥見神社、粟島神社、東光院、西谷津、一億
休養塔跡地、旧権兵衛稲荷所在地
※所要時間は約2時間強、歩行距離は約3㌔㍍です。
持ち物　昼食、飲み物
参加費　100円（保険代）
■申　9月24日㈯までに電話か直接公民センターへ

権兵衛稲荷

子

育

て

趣
味
・
教
養
・
学
習

公  

０
歳
児
サ
ー
ク
ル

「
ザ
ウ
ル
ス
」

　
絵
の
具
と
指
で
模
様
を
描
く
「
フ

ィ
ン
ガ
ー
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
を
し

ま
し
ょ
う
。

日
時

　
9
日
㈮

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
平
成
22
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
23
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
20
組
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物
　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申
　
8
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

複  

わ
く
わ
く
囲
碁
教
室

　
憩
い
の
家
囲
碁
会
の
皆
さ
ん
に
い

ろ
い
ろ
教
わ
り
な
が
ら
、
右
脳
を
鍛

え
る
こ
と
の
で
き
る
囲
碁
を
体
験
し

て
み
よ
う
。

日
時

　
9
月
11
日
、
10
月
9
日
、
11

桜  

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ

ン
グ
講
座

　
思
い
出
の
写
真
を
作
品
に
し
て
残

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
20
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

対
象
　
一
般
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　T

h
e W
o
rk
s

　
蓮
井
由

加
さ
ん

持
ち
物
　
写
真
（
6
枚
以
上
） 

、
ス

テ
ィ
ッ
ク
の
り
、
は
さ
み
、
手
拭
き

タ
オ
ル

参
加
費

　
8
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
10
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
桜

台
セ
ン
タ
ー
へ

福  

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
福

祉
作
業
所
合
同
事
業

「
敬
老
会
」

　
新
舞
踊
の
発
表
や
ご
長
寿
心
理
ク

イ
ズ
大
会
、
手
作
り
菓
子
の
販
売
や

桜  

赤
ち
ゃ
ん
広
場

　
み
ん
な
で
一
緒
に
水
遊
び
を
し
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
8
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
で
平
成
22
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
と
そ
の
保

護
者
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
水
遊
び
グ
ッ
ズ

申
　
6
日
㈫
ま
で
電
話
か
直
接
桜
台

セ
ン
タ
ー
へ

白  

3
歳
児
自
主
サ
ー
ク
ル

　
同
じ
年
齢
の
友
達
と
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う
。

※
サ
ー
ク
ル
名
や
活
動
の
詳
細
は
、

初
回
活
動
日
に
決
定
し
ま
す
。

日
時
　
7
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
平
成
19
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
20
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者

複  

バ
ブ
ち
ゃ
ん
ラ
ン
ド
・

ち
び
ち
ゃ
ん
ラ
ン
ド

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
、
親
子
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
。

日
程

　
9
日
㈮

持
ち
物

　
バ
ス
タ
オ
ル

①
バ
ブ
ち
ゃ
ん
ラ
ン
ド

時
間

　
午
前
11
時
15
分
〜
午
後
0
時

15
分

対
象
　
10
カ
月
未
満
の
子
と
そ
の
保

護
者

②
ち
び
ち
ゃ
ん
ラ
ン
ド

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時

対
象
　
10
カ
月
以
上
の
子
と
そ
の
保

護
者

申
　
7
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

子
育
て
を
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
?

　
手
の
か
か
る
乳
幼
児
や
児
童
期
を

過
ぎ
て
も
子
育
て
は
大
変
で
す
。
思

60
歳
以
上
の
来
館
者
へ
の
記
念
品
の

配
布
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
15
日
㈭
　
正
午
〜

出
演
者

　
新
舞
踊
あ
か
ね
会

　
高
森

春
江
代
表
ほ
か

コ  

コ
ミ
セ
ン
利
用
説
明
会

　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
「
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
ば

か
り
な
の
で
、
場
所
や
利
用
の
仕
方

が
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
い
う

人
の
た
め
に
、
利
用
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
程
　
29
日
㈭

時
間
・
対
象
　
午
前
10
時
〜
正
午
・

市
民
、
午
後
6
時
〜
8
時
・
市
内
事

業
者

参
加
費

　
無
料

申
　
26
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

コ  

コ
ミ
セ
ン
陶
芸
教
室

初
級
編
第
１
期
生
募
集

　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
工

春
期
の
戸
惑
い
や
友
達
と
の
関
係
、

親
子
関
係
や
進
学
、
就
職
な
ど
。
そ

ん
な
話
を
聞
い
た
り
話
し
た
り
し
て
、

心
を
軽
く
し
ま
し
ょ
う
。
ひ
き
こ
も

り
支
援
相
談
士
の
話
を
聞
く
こ
と
も

で
き
ま
す
。

日
時

　
9
日
㈮

　
午
後
6
時
30
分
〜

8
時
30
分

対
象

　
一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
8
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

母
親
く
ら
ぶ

　
紙
コ
ッ
プ
と
新
聞
紙
を
使
っ
て
簡

単
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
発
射
台
や
、

ロ
ー
ル
パ
ン
を
車
に
見
立
て
た
「
ド

ラ
イ
ブ
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
14
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
16

組
（
申
し
込
み
順
）

※
保
護
者
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
10
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

お
は
な
し
バ
ス
ケ
ッ
ト

日
時
　
10
日
㈯
　
午
前
11
時
〜
正
午

対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
と
そ

の
保
護
者

申
　
電
話
で
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

親
子
で
あ
そ
ぼ
う
&

い
ち
ご
ク
ラ
ブ

　
今
月
か
ら
「
親
子
で
あ
そ
ぼ
う
」

と
「
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
」
が
合
同
で
活

動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
月

は
栄
養
士
の
話
を
聞
い
て
、
み
ん
な

で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
し
な
が
ら
友
達

作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
14
日
㈬
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
30

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
11
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨

士
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

聞
い
て
納
得
、
子
育

て
講
演
会

　
奥
崎
喜
久
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て

 

「  『
人
に
迷
惑
を
か
け
る
な
』
の
子

育
て
は
や
め
よ
う
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
に
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
16
日
㈮
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
15
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

公  

親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

　
10
月
の
運
動
会
で
使
う
い
ろ
い
ろ

な
国
の
国
旗
を
、
親
子
で
楽
し
く
作

り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
20
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
20

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
17
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ね
ん
ね
さ
ん
&
プ
レ

マ
マ
ち
ゃ
ん

　
ラ
ッ
プ
の
芯
と
鈴
を
使
っ
て
の
リ

ン
リ
ン
バ
ト
ン
作
り
や
親
子
触
れ
合

い
遊
び
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
交

換
な
ど
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
21
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象

　
6
カ
月
未
満
の
子
と
そ
の
保

護
者

　
16
組
、
妊
娠
6
〜
8
カ
月
の

人
　
4
人
（
申
し
込
み
順
）　

持
ち
物

　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト

参
加
費

　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
17
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

福  

パ
パ
の
手
は
ま
ほ
う

の
手

　
人
気
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
パ

パ
の
愛
情
を
た
っ
ぷ
り
そ
そ
ぎ
、
赤

ち
ゃ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
1
日
・
8
日
・
15
日
・

22
日
（
各
土
曜
日
、
全
4
回
）　  

午

前
10
時
〜
正
午

　

対
象

　
生
後
2
か
ら
6
カ
月
ま
で
の

子
と
男
性
の
保
護
者

　
10
組
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
5
0
0
円
（
オ
イ
ル
代
）

申
　
9
月
26
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

子
育
て
支
援
講
座

「
コ
コ
ロ
か
ら
元
気
に
、

ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
術
」

　
ス
ト
レ
ッ
チ
や
簡
単
に
作
る
こ
と

の
で
き
る
朝
食
レ
シ
ピ
の
紹
介
、
良

好
な
親
子
関
係
を
つ
く
る
こ
つ
と
な

る
親
の
ひ
と
言
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日
時
　
9
月
20
日
・
27
日
、
10
月
4

日
（
各
火
曜
日
、
全
3
回
）　  

午
前

10
時
〜
正
午

対
象

　
小
学
生
ま
で
の
子
を
持
つ
母

親
　
20
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

保
育

　
1
歳
〜
未
就
学
児

　
8
人

※
保
育
は
有
料
な
の
で
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
8
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
9
月
12
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

月
13
日
、
12
月
11
日
（
各
日
曜
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
各
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
電
話

か
直
接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

複  

キ
ッ
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
変
わ
り
ど
ら
焼
き
を
作
っ
て 

「
お

う
す
」
と
い
う
抹
茶
と
一
緒
に
楽
し

も
う
。

日
時

　
24
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
3
時

30
分

対
象
　
小
学
生
以
上
　
15
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
上
履
き
、
持
ち
帰
り
用
の
密

閉
容
器

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
17
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
!

　
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
体
を
使
っ
た
ゲ

ー
ム
を
楽
し
も
う
。

日
時
　
18
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
小
学
生
　
15
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物

　
飲
み
物
、
上
履
き

申
　
11
日
㈰
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

房
総
太
巻
き
ず
し
を

作
ろ
う

　
千
葉
の
郷
土
料
理
「
房
総
太
巻
き

ず
し
」
を
作
っ
て
み
よ
う
。

日
時

　
10
月
1
日
㈯

　
午
前
9
時
30

分
〜
正
午

対
象

　
小
学
生
親
子

　
12
組
（
申
し

込
み
順
）　

持
ち
物

　
米
3
合
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
持
ち
帰
り
用
の
密
閉
容
器
、

上
履
き

参
加
費

　
6
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
9
月
15
日
㈭
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

発射台

子

ど

も

芸
室
に
あ
る
陶
芸
窯
で
、
1
カ
月
に

3
回
の
ペ
ー
ス
で
来
年
7
月
ま
で
の

約
1
年
間
、
実
際
に
作
品
を
作
り
な

が
ら
陶
芸
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

初
回
日
時
　
16
日
㈮
　
午
後
1
時
〜

3
時 

※
作
品
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、

月
3
回
金
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。 

対
象

　
一
般

　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
陶
芸
家

　
新
井
正
次
さ
ん

参
加
費
　
月
2
、 

5
0
0
円（
材
料
費
）

申
　
10
日
㈯
ま
で
に
電
話
、
E
メ
ー

ル
か
直
接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
・

 m
ail@
sh
iroi-com

10.com

へ

駅  

ド
リ
ー
ム
パ
ス
ポ
ー

ト
〜
あ
な
た
の
夢
を
応

援
し
ま
す
〜

　
プ
ロ
が
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
、
美
容

師
に
な
り
た
い
人
向
け
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
1
日
㈯
　
午
後
2
時
〜

3
時
30
分

対
象
　
中
・
高
校
生
　
20
人
（
申
し

込
み
順
）　

申
　
9
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り
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イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

高

齢

者

社  「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」

を
届
け
ま
す

　
高
齢
者
宅
へ
ふ
れ
あ
い
食
事
運
営

委
員
が
作
っ
た
季
節
の
弁
当
と
花
を

無
料
で
届
け
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
程
　
21
日
㈬

※
正
午
か
ら
午
後
1
時
ご
ろ
ま
で
に

自
宅
へ
届
け
ま
す
。

対
象
　
一
人
暮
ら
し
の
80
歳
以
上

20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
12
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
社
会
福

祉
協
議
会
へ

福  

生
き
が
い
支
援
事
業

「
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」

日
時
　
26
日
㈪
　
午
後
0
時
30
分
〜

3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料
　

申
　
24
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ

複   家庭教育講座～子育てサロン～
　全3回の登録制講座で親子の生活リズムを見直しなが
ら、豊かな子育てを考えてみませんか。
日時・内容・講師　下表のとおり
対象　未就学児とその保護者　10人
保育　あり
参加費　500円（花代）
■申　22日㈭までに電話か直接西白井複合センターへ

◆
千
葉
県
福
祉
用
具
・
健
康
機
器
フ

ェ
ア

　 

「
元
気
な
人
生
!
助
け
合
え
る
暮

ら
し
の
た
め
に
!
」
を
テ
ー
マ
に
、

最
新
の
福
祉
用
具
や
健
康
機
器
の
展

示
、
役
立
つ
情
報
な
ど
の
お
知
ら
せ
、

「
福
祉
用
具
と
使
い
方
体
験
」
と
題

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

日
程
・
時
間
　
9
日
㈮
・
午
前
10
時

〜
午
後
5
時
、
10
日
㈯
・
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
（
展
示
）  

、
10
日
㈯
・

家庭教育講座～子育てサロン～
日時 内容 講師

9月30日㈮

10:00 ～
11:30

子どもの生活リズ
ム～おきる・ねる・
あそぶ～ ニュータウン友

の会
10月14日㈮

待たせないための
食事～早め早めの
台所仕事～

10月28日㈮ お花で心を豊かに 花と楽しむ会

◆
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
指
導
者
募
集

　
年
長
（
6
歳
く
ら
い
）
か
ら
中
学

3
年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
、
月
2
回
程
度
の
週
末
の
野
外
活

動
が
で
き
る
18
歳
以
上
の
男
女
を
募

集
し
ま
す
。
研
修
も
あ
り
ま
す
の
で
、

未
経
験
者
で
も
大
丈
夫
で
す
。

※
19
日
㈷
の
午
前
10
時
か
ら
印
西
市

の
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
で
、
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
の
卒
業
入
学
式
を
行
い

ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
見
学

に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
　
東
條
☎
（
4
9
1
）
4
3
5
4

◆
リ
ン
パ
骨
盤
ピ
ラ
テ
ィ
ス
サ
ー
ク
ル

　
桜
台
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
た

講
座
か
ら
、
美
し
く
健
康
に
な
れ
る

サ
ー
ク
ル
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。
興

味
の
あ
る
人
は
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
6
日
㈫
か
ら
毎
週
火
曜
日
　

午
前
10
時
〜
正
午
　
場
所
　
桜
台
セ

ン
タ
ー

※
入
会
金
や
会
費
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
桜
庭
☎
（
4
9
1
）
6
9
1
2

（
午
後
6
時
以
降
）

◆
メ
ン
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル「
白

井
ク
ッ
カ
ー
ズ
」
メ
ン
バ
ー
募
集

　
料
理
に
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
挑
戦

す
る
機
会
が
な
い
と
い
う
人
、
初
心

者
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
興
味
の
あ

る
人
は
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
3
土
曜
日
　
午
後
4

時
〜
7
時

　
場
所
　
公
民
セ
ン
タ
ー

対
象

　
一
般
　
2
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
1
回
1
、  

0
0
0
円

問
　
谷
中
☎
0
9
0
（
3
5
7
7
）

0
9
7
7

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
（
セ
ミ

ナ
ー
）　  

場
所
　
我
孫
子
市
け
や
き

プ
ラ
ザ
　
セ
ミ
ナ
ー
参
加
対
象
　
一

般
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
電
話
で
千
葉
県
福
祉
用
具
・

健
康
機
器
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
☎
0

4
（
7
1
6
5
）
2
8
8
6
へ

◆
白
井
市
郷
土
史
の
会
例
会

　  「  『
峠
物
語
』
〜
中
峠
を
中
心
に

〜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
10
日
㈯

　
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分
　
場
所
　
西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー
　
講
師
　
小
林
茂
会
員

問
　
梶
☎
（
4
9
1
）
0
9
1
0

◆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験

レ
ッ
ス
ン
生
徒
募
集

　
新
鮮
さ
に
こ
だ
わ
っ
た
花
を
使
用

し
て
、
か
わ
い
く
て
ス
タ
イ
リ
ッ
シ

ュ
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
し

ょ
う
。

日
時

　
15
日
㈭
、
16
日
㈮

　
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

　
参
加
費

　
2
、
0

0
0
円
（
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
付
き
）

※
開
催
場
所
は
一
般
住
居
（
白
井
駅

か
ら
徒
歩
11
分
）
の
た
め
、
詳
し
く

は
電
話
か
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
電
話
か
E
メ
ー
ル
で
ア
イ

ル
．
F

　
多
葉
井
☎
（
4
9
2
）
8

0
8
1
・

 stu
dio-ill@

flow

er.em
ail.n
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へ

◆
心
の
健
康
教
室

　
県
で
は
「
災
害
被
災
者
及
び
支
援

者
へ
の
心
の
ケ
ア
推
進
事
業
」
の
一

環
と
し
て
「
震
災
等
災
害
時
の
心
身

の
反
応
に
つ
い
て
（
そ
の
症
状
と
対

応
） 

」
と
題
し
た
講
演
会
と
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
者
や
支
援
活
動
従

事
者
で
心
身
が
不
安
定
に
な
っ
た
人

を
対
象
と
し
た
個
別
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

日
時
　
16
日
㈮
　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
　
場
所
　
印
旛
合
同
庁
舎
（
佐

倉
市
）　  

対
象
　
講
演
会
　
印
旛
管

内
在
住
の
東
日
本
大
震
災
被
災
者
や

一
般
　
1
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

個
別
相
談
　
印
旛
管
内
在
住
の
東
日

本
大
震
災
被
災
者
な
ど
3
人
（
申
し

込
み
順
）　  

講
演
会
講
師
　
成
田
赤

十
字
病
院
精
神
神
経
科
　
斎
賀
孝
久

医
師
　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
本
日
か
ら
電
話
で
印
旛
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
福
祉
課

☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1
3
6
へ

◆
な
か
よ
し
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
1

　
犬
の
し
つ
け
方
や
手
入
れ
の
実
演
、

犬
の
団
体
競
技
、
乗
馬
体
験
や
動
物

に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
23
日
㈷

　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

　
場
所

　
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
（
富
里
市
）　  

入
場
料
　
無
料

問
　
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
☎
0
4

7
6
（
9
3
）
5
7
1
1

◆
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
育
児
支
援
講

座
「
小
児
科
医
に
聞
い
て
み
よ
う
〜

上
手
な
小
児
科
の
か
か
り
か
た
〜
」

日
時

　
21
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

　
場
所

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
3
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

対
象
　
妊
婦
、
育
児
中
の
母
親
や
そ

の
家
族
　
講
師
　
久
山
登
医
師
　
参

加
費
　
無
料

問
　
安
藤
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
0

5
1
6

◆
青
空
保
育
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ス
メ
ン
バ

ー
募
集

　
青
空
保
育
「
つ
く
し
ん
ぼ
・
さ
く

ら
ん
ぼ
」
で
は
、
乳
児
を
対
象
と
し

た
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
を
募

集
し
ま
す
。
親
子
で
で
き
る
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
絵
本
な
ど
の
朗
読
、

音
楽
会
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
平
成
23
年
9
月
28
日
か
ら
平

成
24
年
3
月
ま
で
の
月
1
・
2
回
水

曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
11
回
）

場
所

　
印
西
市
永
治
プ
ラ
ザ
　
対
象

0
歳
児
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申

し
込
み
順
）　  

持
ち
物

　
バ
ス
タ
オ

ル
な
ど
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
ト
、
筆
記
具

参
加
費

　
1
5
、  

0
0
0
円

申
　
親
子
の
氏
名
、
子
ど
も
の
生
年

月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
を
9
月
20

日
㈫
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
関

口
☎
・
℻ 

0
4
7
6
（
4
7
）
0
0

4
9
へ
　

問
　
宇
羽
野
☎
（
4
9
7
）
2
0
0
8

◆
池
坊
こ
ど
も
い
け
ば
な
教
室
「
体

験
教
室
」

　
最
終
日
に
は
花
の
発
表
会
を
行
い

ま
す
。

日
程
・
時
間
　
平
成
23
年
10
月
1
日

㈯
、
12
月
3
日
㈯
・
午
前
9
時
〜
正

午
　
平
成
24
年
1
月
28
日
㈯
・
午
前

9
時
〜
午
後
3
時

　
場
所

　
冨
士
セ

ン
タ
ー

　
対
象

　
小
学
1
〜
高
校
3

年
生

　
参
加
費

　
1
回
3
0
0
円

（
花
代
な
ど
、
昼
食
代
別
）

問
　
N
P
O
法
人
白
井
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
加
藤
☎
（
4
4

8
）
4
9
1
1  

◆
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
東
葛

飾
2
0
1
1

　
今
年
は 

「
女
性
の
参
画
が
社
会
を

変
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
特
に
女
性

が
活
躍
で
き
る
企
業
を
求
め
て
就
職

活
動
中
の
学
生
や
そ
の
家
族
を
対
象

に
、
基
調
講
演
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
野
菜
や
手
作
り
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

作
品
の
販
売
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

日
程
　
10
月
22
日
㈯
　
時
間
　
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
（
基
調
講
演
と
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
）  

、  

午
前
11
時
〜

午
後
1
時
（
地
域
推
進
員
の
広
場

「
安
全
・
か
ん
た
ん
手
作
り
ラ
ン
プ
」

作
り
）  

、
午
前
11
時
〜
（
フ
レ
ッ
シ

ュ
野
菜
市
、
手
仕
事
作
品
展
示
即
売
）

場
所

　
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

（
柏
市
）　  

対
象

　
一
般

　
1
0
0

人
（
申
し
込
み
順
）　  

基
調
講
演
講

師
・
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
　
首
都
大
学
東
京
　
江
原

由
美
子
副
学
長

　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
パ
ネ
リ
ス
ト

　
大
和
証
券
株
式
会

社
松
戸
支
店

　
村
田
桂
子
支
店
長
、

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社

　
二
宮

大
祐
人
事
部
長

　
保
育

　
あ
り
（
要

で
に
電
話
で
企
業
組
合
労
協
船
橋
事

業
団
白
井
市
ヘ
ル
パ
ー
2
級
養
成
講

座
係
☎
0
4
7
（
4
6
7
）
4
9
2

0
へ

※
受
講
申
込
書
は
電
話
申
し
込
み
受

け
付
け
後
に
、
企
業
組
合
労
協
船
橋

事
業
団
か
ら
送
付
し
ま
す
。

事
前
予
約
）　  

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
基
調
講
演
と
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
へ
参
加
を
希
望
す
る
人
は
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
電
話
、
フ

ァ
ク
ス
か
E
メ
ー
ル
で
ち
ば
県
民
共

生
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
セ
ン
タ
ー
☎
0

4
（
7
1
4
0
）
8
6
0
2
・
℻
0

4
（
7
1
4
0
）
8
6
0
4
・
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◆
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

日
程
　
10
月
30
日
㈰
、
11
月
3
日
㈷

（
予
備
日
　
11
月
6
日
㈰
）　  

場
所

白
井
運
動
公
園
ほ
か
　
対
象
　
市
内

在
住
・
在
勤
･
在
学
者
、
白
井
市
テ

ニ
ス
連
盟
登
録
者
　
種
目
　
一
般
の

部
（
高
校
生
含
む
）  

、
シ
ニ
ア
の
部

（
50
歳
以
上
）　  

参
加
費

　
市
テ
ニ

ス
連
盟
登
録
会
員
・
高
校
生
1
組
2
、

0
0
0
円

　
非
会
員
1
組
2
、   

5
0

0
円

申
　
9
月
10
日
㈯
か
ら
24
日
㈯
午
後

2
時
ま
で
に
直
接
ウ
エ
ス
ト
グ
リ
ー

ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
か
白
井
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
へ

問
　
市
テ
ニ
ス
連
盟

　
田
中
☎
（
4

9
1
）
7
7
8
7

◆
訪
問
介
護
員
養
成
講
座
（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
2
級
課
程
）
受
講
生
募
集

　
全
国
ど
こ
で
で
も
働
く
こ
と
の
で

き
る
「
ヘ
ル
パ
ー
2
級
」
資
格
が
取

得
で
き
ま
す
。

期
間
　
平
成
23
年
10
月
30
日
㈰
〜
平

成
24
年
2
月
5
日
㈰
（
講
義
・
演
習
）、

平
成
24
年
2
月
6
日
㈪
〜
18
日
㈯

（
実
習
）　  

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
ほ
か

　
対
象

　
原
則
市
内
在
住
・

在
勤
の
16
歳
以
上
で
、
介
護
職
員
と

し
て
実
務
に
就
い
て
い
る
か
こ
れ
か

ら
働
く
意
欲
が
あ
り
、
全
日
程
受
講

で
き
る
人

　
20
人
　
参
加
費
　
6
6
、

0
0
0
円

※
健
康
診
断
や
交
通
費
な
ど
は
実
費

負
担
で
す
。

申
・
問

　
平
成
23
年
10
月
14
日
㈮
ま

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

シ  

草
刈
り
機
取
扱
講
習
会

　
肩
掛
け
除
草
機
の
基
本
的
な
取
り

扱
い
方
法
と
、
安
全
な
操
作
方
法
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
午
後

4
時

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
5
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
　
15
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

2011.9.17
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古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

□消費生活相談　月・水・金曜日　
10:00 ～ 16:00　市役所相談室　内線3294
商工振興課　内線3242
□無料職業紹介　月～金曜日
9:00 ～ 17:00（受付9:00 ～ 16:00）市役所
相談室　内線3280
□就学相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00学校教育課　内線3423
□教育相談
（相談員による相談）　火～金曜日
9:30 ～ 16:30　市役所教育相談室
（指導主事による相談）　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　市役所教育相談室
☎（492）2301
□女性生き生き相談　第2・4木曜日
10:00 ～ 16:00　保健福祉センター (要予約）　
企画政策課　内線3354・5
□心配ごと相談　水・金曜日
10:00 ～ 15:00（弁護士来所日は8:30から
窓口で受付順）　保健福祉センター社会福
祉協議会☎（492）5713
□ボランティア相談　月～金曜日
9:00 ～ 17:00　保健福祉センターボラン
ティアセンター☎（492）5716
□家庭児童相談　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　保健福祉センター家庭児
童相談室☎（497）3477
□こころの相談
（医師による相談）第2木曜日
10:00 ～ 12:00（前日正午までに要予約）
（精神保健福祉士による相談）第2・4水曜日
10:15 ～ 15:00（予約優先）　保健福祉セ
ンター保健福祉相談室☎（497）3491
□木造住宅耐震相談　原則毎月最終金曜日
10:00 ～ 16:00　市役所相談室　都市計画
課　内線3233（4日前までに要予約）

各　種　相　談日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
■脳の元気度測定
（10：00 ～ 11：30保健
福祉センター）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来所

■朝市（6：00 ～市役
所）

4 5 6 7 8 9 10
■朝市（6：00 ～冨士
センター）

□消費生活相談 ■定例教育委員会議
（14：00 ～市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

□女性生き生き相談
□こころの相談（医師）
■交通事故相談
（10：00 ～ 14：30市役所）
■人権相談（10：00
～ 15：00市役所）
■行政相談（13：00
～ 16：00市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（6：00 ～市役
所）

11 12 13 14 15 16 17
■朝市（6：00 ～冨士
センター）

□消費生活相談
■年金・労働相談
（10：00 ～ 15：00市役
所

■中小企業経営なん
でも相談（14：00 ～
17：00公民センター）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来所
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（6：00 ～市役
所）

18 19 20 21 22 23 24
■朝市（6：00 ～冨士
センター）

【敬老の日】
■敬老会（10：00 ～
文化会館大ホール）

□消費生活相談
□心配ごと相談
■住宅リフォーム無
料相談会（13：00 ～
16：00市役所）

□女性生き生き相談 【秋分の日】 ■朝市（6：00 ～市役
所）

25 26 27 28 29 30
■朝市（6：00 ～冨士
センター）
■休日窓口納付と納
税相談（9：00 ～
12：00市役所）

□消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）

■夜間窓口納付と納
税相談（17：15 ～
20：30市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
□木造住宅耐震診断
相談会（10：00 ～
16：00市役所）

文化会館 ☎(492)1121

※詳しくは関連記事（□印の開催時間などは、右欄）をご覧ください。日程は変更になる場合があります。

項　目 内　　容 日　程 金額

常設展
「白井のあゆみ」

原始・古代から現代までの白
井を紹介

火～日曜日
9：00 ～ 17：00 無 料

企画展
「江戸のなごり
を訪ねて-鮮魚
道で栄えた村-」

しろい散策マップ「鮮
な ま み ち

魚道
コース」を中心に富塚・折立
地区の文化財などを紹介

火～日曜日
9：00 ～ 17：00 無 料

ギャラリー・
トーク 企画展の展示解説 29日㈭

10：30 ～ 11：00 無 料

出張所 日 月 火 水 木 金 土
西白井出張所 ●

休所

● ●

桜台出張所 ● ● ●

白井駅前出張所 ● ● ●

冨士出張所 ● ● ● ● ● ●

公民センター出張所 休所 ● ●

証明書などの発行日　市民課　内線3147

※●印は住民票や印鑑証明などの証明書を発行できる日です。祝日は
発行できません。
　土・日曜日は戸籍謄本･抄本の発行はできません。
　発行時間は午前8時30分から午後5時15分までです。

プラネタリウム館 ☎(492)1125

図書館 ☎(492)1122

項　目 内　　容 日　時 金　額
子ども向け
投映ロイ君
アワー

星になったポップコーン 日曜日 11：00 市内
大人210円、
子ども100円
市外
大人310円、
子ども150円

一般向け
投映

双子の星①
チュンセとポウセ 土・日曜日 13：30

双子の星②
海に落ちたお星様 土・日曜日 15：00

昼間の星
を見る会

太陽表面の観望（天候に
より中止の場合あり）

3日㈯
11：30 ～ 13：30

無　料

星を見る会 月、海王星ほか観望（天候により中止の場合あり）
3日㈯
19：00 ～ 19：45

星空リラク
ゼーション
アワー

星空と音楽のすてきな
リラックスタイム
ジャズ特集

7日㈬、9日㈮
12：30 ～ 13：10
10日㈯
16：00 ～ 16：40

市内210円
市外310円

ひよこプラ
ネタリウム

初めてプラネタリウムを
見る幼児向けの星のお話

28日㈬
11：30 ～ 12：00

大人100円
子ども無料

乳幼児健診・予防接種
健康課母子保健班☎（497）3495

日 程 場所 受付時間 対　　象

4カ月育児相談
20日㈫

○保
9:30 ～ 10：00

23年4月生まれの人には個人通知
27日㈫ 13：15 ～ 13：45

9カ月からの食育教室
8日㈭ ○保 9:30 ～ 10:00 22年11月生まれの人(個人通知

はなし)

1歳6カ月児健康診査
13日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 22年2月生まれの人には個人通知16日㈮

3歳児健康診査
6日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 20年3月生まれの人には個人通知
9日㈮

2歳児歯科健康診査
21日㈬ ○保 13:15 ～ 13:45 21年3月生まれの人には個人通知

ポ　リ　オ
12日㈪ ○保

13:15 ～ 13:45 生後３カ月から90カ月未満の人28日㈬ ○桜

30日㈮ ○保
※予防接種日程は集団接種です。個別接種については問い合わせて
ください。場所の○保は総合保健センター（保健福祉センター 2階）、
○桜は桜台センターです。
　該当すると思われる人で通知のないときは問い合わせてください。

開催日 ホール 催し物名 開演 入場料 問い合わせ

4日㈰ 中 アカペラコンサート 15：30
18：00 1,000円

白井子ども劇場
☎（491）2163

11日㈰ 中
市地域福祉計画策定事
前学習会
(9月5日㈪までに要申込)

14：00 無 料 社会福祉課
☎（497）3482

17日㈯ 中 白井市防災講演会
(9月15日㈭までに要申込) 13：00 無 料 市民活動支援課

☎（492）1111

24日㈯

大 合気道白井道場演武会 13：30 無 料 合気道白井道場
☎（492）3858

中 アンサンブルドルチェ
コンサート 14：00 無 料 佐藤

☎（492）3130

25日㈰ 大 Popular Piano K 
コンサート2011 13：00 無 料 鬼頭

☎090(9814)8586

※主催者の都合により中止・延期になる場合があります。

日 程 時　間 場　　所
21日㈬

10:00 ～ 11:30
西白井複合センター

29日㈭ 保健福祉センター

対象　市内在住者　内容　健康に関する相談に保健師、看護師が対
応（血圧測定、体脂肪率測定、腹囲測定が可能）
※電話や健康課窓口での相談も随時受け付けます。29日㈭は食事や
栄養について栄養士に相談したり、子どもの身長や体重を測定する
ことができます。

郷土資料館 ☎(492)1124

項　目 日　時 内　容 対　象 場所

おはなしか
い

7日・14日・21日・
28日（各水曜日）
15：30 ～

絵本のよみき
かせなど

一人でお話
を聞ける子
ども

おはなし
のへや

親子おはな
しかい

28日㈬
11：00 ～

わらべうた、
絵本のよみき
かせなど

市内在住の
小学校未就
学児とその
保護者

ボランティ
アによる土
曜おはなし
かい

24日㈯　15：00 ～ 絵本のよみきかせなど

一　般
朗 読 の 会
「もえぎ」
による朗読

2日㈮　13：00 ～ 大人向けの文
学作品の朗読 ２階研修室

※図書館の開館時間は、火曜日から土曜日は午前9時30分から午後7
時まで、日曜日は午前9時30分から午後5時までです。

震災の影響により再生紙の入手が困難なため、
上質紙を使用しています。

健康相談
健康課健康づくり推進班☎（497）3494


